
APSカリキュラム・アラインメント・マトリックス

CSM GE IR

アジア太平洋の言語 〇

アジア太平洋の宗教 〇

アジア太平洋の地理 〇

アジア太平洋の文化と社会 〇

アジア太平洋の歴史 〇

文化・社会学入門 〇 〇

メディア学入門 〇

経済学入門 〇 〇

世界経済とグローバル課題 〇

国際関係論入門 〇

比較政治学入門 〇 〇

社会学 〇 〇

国際社会学 〇 〇

社会学アドバンスド 〇

社会理論 〇

社会階層論 〇

宗教と社会 〇

教育と社会 〇

言語と社会 〇

環境と社会 〇

フード・システムと社会 〇

貧困とグローバリゼーション 〇

グローバル化と地域主義 〇

エスニシティと国民国家 〇

多文化社会論 〇

アイデンティティと政治 〇

ジェンダー研究 〇

文化人類学 〇

カルチュラルスタディーズ 〇

メディアと文化 〇

メディアと法 〇

メディアと歴史 〇

メディアと政治 〇

メディアと紛争 〇

デジタル・テクノロジーと社会 〇

ニューメディアと社会 〇

グローバル・ヒストリー 〇

交流の世界史 〇

政治理論 〇

人権論 〇

平和学 〇

人文学と近代 〇

社会心理学 〇

ビッグデータ分析 〇

社会階層論 〇

国際社会学 〇

文化人類学 〇

ミクロ経済学 〇 〇

マクロ経済学 〇 〇

農業と資源 〇

フード・システムと社会 〇

環境と社会 〇

グローバル経済分析 〇

貧困とグローバリゼーション 〇

計量経済学 〇

ゲーム理論 〇

国際協力論 〇

開発政治論 〇

アジア太平洋の比較政治経済 〇 〇

紛争と開発 〇

プロジェクトマネジメント 〇

エネルギーマネジメント 〇

ビッグデータ分析 〇

行動経済学・実験経済学 〇

日本経済論 〇

国際経済学 〇

アジア経済論 〇

開発経済学 〇

産業生態学 〇

環境コミュニケーション 〇

グローバルヘルス経済学 〇

アメリカ経済論 〇

ヨーロッパ経済論 〇

国際機構論 〇

公共政策 〇

国際政治経済学 〇

特殊講義（アジア・中東・アフリカ経済事情） 〇

国際金融論 〇

環境経済学 〇

国際関係理論 〇 〇

国際協力論 〇

人権論 〇

政治理論 〇 〇

科目区分

3. 社会学、政治学、経済学のそれぞれを基
盤とする「文化・社会・メディア」「国際関係」
「グローバル経済」の３つの学修分野のいずれ
かの専門的知識や理論、方法論を理解する

ことができる。

学部専門入門科目

6. アジア太平洋地域の持続的発展と
共生を目指し、４年間のキャンパス内
外での多文化環境を含む多様な経験
により、アジア太平洋地域のリーダーとな
るべく共感能力、コミュニケーション能

力、インテグリティ（高潔さ・ぶれない芯
の強さ）を獲得する。

5. さまざまなテーマ（サブ・ディシプリ
ン）を扱うことができる少人数クラス（セ
ミナー）において専門的な視点から４
年間の学修および研究成果を卒業論
文、卒業レポートに結実することができ

る。

4. アジア太平洋地域のリアリティに臨
み、問題解決能力、実践力を獲得す

る。

2. 低回生では社会科学、すなわち社
会学、政治学、経済学の基礎的知識
や理論、方法論を理解することができ

る。

1. アジア太平洋地域の社会、政治、
経済、文化やその独自性を包括的かつ

深く理解することができる。

APUリテラシー

文化・社会・メディア（CSM）

グローバル経済（GE）



開発政治論 〇

アジア太平洋の比較政治経済 〇 〇

国際政治史 〇

国際法 〇

国際問題と政策 〇

紛争と開発 〇

平和学 〇

グローバル化と地域主義 〇

アジア太平洋における国際関係 〇 〇

国際機構論 〇

公共政策 〇

国際政治経済学 〇

アイデンティティと政治 〇

冷戦後の紛争と地政学 〇

暴力とテロリズム 〇

グローバリゼーションと法 〇

国際紛争解決 〇

日本の外交政策 〇

戦略分析と意思決定 〇

エスニシティと国民国家 〇

メディアと政治 〇

メディアと紛争 〇

コア科目 地域研究入門 〇

特殊講義（専門教育科目） 〇 〇 〇 〇

APSフィールド・スタディ 〇 〇

地域研究 〇 〇

プロジェクト研究 〇 〇 〇 〇 〇

APS研究作法 〇 〇 〇

調査研究法 〇 〇 〇

専門演習 〇 〇 〇

卒業研究Ⅰ 〇 〇

卒業研究Ⅱ 〇 〇 〇 〇

卒業論文 〇 〇

演習

国際関係（IR）

APS共通A

APS共通B


	カリキュラム・アラインメント・マトリックス（CAM）

